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⁃⁃ 新年度予算編成に向けた市
長の政治姿勢を問う

⁃⁃学童保育の充実について

⁃⁃図書館建設計画について

⁃⁃備中高梁駅バリアフリー化と
西側交通広場整備について

⁃⁃駅前周辺整備計画について

⁃⁃将来の財政予測について

⁃⁃備中松山城の観光について

⁃⁃公共施設の有効利用について

⁃⁃都市ビジョン（地域編）につい

Q. 図書館建設は進め方
に問題あり

A. にぎわいの図書館を
建設する

Q. 観光客が利用しやす
いよう楢井の展望台
の整備を

A. 近隣のトイレなどを案
内するパンフレットを
置く

石
部　

機
能
に
つ
い
て
決
め
ず
に
建
物

を
設
計
す
る
の
は
異
常
だ
。
そ
も
そ
も
、

中
央
図
書
館
建
設
基
本
構
想
に
機
能
は

記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
論
議
し

て
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
基
本
構
想

に
基
づ
か
ず
行
う
の
か
。

教
育
次
長　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
場

所
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
論
議
し
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
の
抽
出
を
す
る
。

石
部　

今
ま
で
の
進
め
方
に
問
題
が
あ

る
。
市
民
や
議
員
に
誤
解
を
よ
び
職
員

に
苦
労
を
与
え
て
い
る
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
結
論
で
も
、
駅
前
に
は
サ
ロ
ン
的

な
図
書
館
は
で
き
て
も
、
中
央
図
書
館

は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
。

政
策
監　

明
治
大
学
の
小
林
先
生
の
私

見
で
あ
る
。
駅
前
で
に
ぎ
わ
い
の
図
書

館
建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。

石
部　
「
合
併
後
不
便
に
な
っ
た
」
と
の

声
が
多
い
が
、各
地
域
局・市
民
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
機
能
の
充
実
を
求
め
る
。

総
務
部
長　

行
革
の
途
中
で
あ
る
が
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
、
き
め
細
か
く
予

算
や
人
員
の
確
保
を
し
て
き
て
い
る
。

石
部　

駅
前
へ
の
図
書
館
建
設
は
い
つ

決
定
し
た
の
か
。「
中
央
図
書
館
」
と

い
う
位
置
付
け
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能

を
持
た
せ
る
の
か
。

市
長　

８
月
に
明
快
に
述
べ
た
。
駅
前

に
多
く
の
人
が
集
え
る
図
書
館
に
し
た

い
。
中
央
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら

な
い
。
機
能
に
つ
い
て
は
基
本
設
計
の

中
で
示
し
て
い
く
。

地
域
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
に
職

員
配
置
を

新
図
書
館
に
つ
い
て

石
井　

楢
井
の
展
望
台
が
整
備
さ
れ
、

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ト
イ
レ
が
な
い
た
め
有
料
の
バ
イ
オ
ト

イ
レ
な
ど
を
設
置
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
、
展
望
台
を

使
っ
て
い
る
人
数
を
調
査
し
て
い
る
。

今
の
時
点
で
は
、
近
隣
に
あ
る
ト
イ
レ

へ
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
今
後
は
周
辺
環
境
に

配
慮
し
た
仮
設
ト
イ
レ
の
よ
う
な
も
の

を
検
討
し
て
い
く
。

石
井　

公
債
の
返
還
計
画
は
、
新
総
合

計
画
に
あ
る
平
成
31
年
度
目
標
人
口
の

3
万
3
0
0
0
人
が
基
準
か
。

総
務
部
長　

毎
年
、
前
年
の
決
算
統
計

を
基
に
、
将
来
人
口
推
計
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
10
年
後
を
見
据
え
た
財
政

運
営
適
正
化
計
画
を
作
っ
て
い
る
。

石
井　

定
住
対
策
の
成
果
は
現
れ
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
人
口
は
減
っ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
は
自
治
体
の
財
政
を

悪
化
さ
せ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

総
務
部
長　

実
施
計
画
を
毎
年
度
見
直

し
、
歳
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

財
政
計
画
を
考
え
て
い
く
。

石
井　

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
財
政
運

営
を
お
願
い
し
た
い
。

人
口
減
少
時
代
に
直
面
し
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
た
財
政
運
営
を

備
中
松
山
城
展
望
台

観
光
客
増
加
に
伴
う
整
備
を

⁃⁃ 高梁市定住促進住宅建築費
等助成金について

⁃⁃観光政策について

⁃⁃市内の農福商連携事業につ
いて

⁃⁃住宅リフォーム事業費補助金
について

Q. 住宅に関する補助金
の拡充を

A. より利用しやすいよう
改善していく

倉
野　

市
内
で
民
間
事
業
所
の
設
置
を

検
討
さ
れ
て
い
る
が
市
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

障
害
者
雇
用
だ
け
で

な
く
色
々
な
分
野
で
効
果
あ
る
施
策
を

考
え
て
お
り
、
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

倉
野　

一
定
の
業
者
が
一
度
に
数
カ
所

分
を
ま
と
め
て
申
請
す
る
と
予
算
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
本
来
の
目

的
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

3
年
間
で
補
助
金
7
0
0
0
万

円
で
11
億
円
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

経
済
波
及
効
果
を
4
億
7
0
0
0
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。
事
業
者
の
割
り
当

て
は
で
き
な
い
が
、
多
く
の
事
業
者
が

利
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

倉
野　

市
内
業
者
の
施
工
に
限
定
さ
れ

て
い
る
が
、
市
外
業
者
も
対
象
に
で
き

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
外
業
者
ま
で
対
象

を
広
げ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

倉
野　

市
街
地
か
ら
備
中
松
山
城
が
十

分
見
え
な
い
が
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

関
係
機
関
の
協
力
に

よ
っ
て
伐
採
や
枝
打
ち
が
で
き
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
城
が
見
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

倉
野　

城
に
山
田
方
谷
ゆ
か
り
の
も
の

を
作
っ
て
観
光
客
に
方
谷
さ
ん
を
知
っ

て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

教
育
委
員
会
と
前
向

き
に
考
え
た
い
。

高
梁
市
定
住
促
進
住
宅
建
築
費

等
助
成
金
に
つ
い
て

観
光
政
策
に
つ
い
て

市
内
の
農
福
商
連
携
事
業
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

石部　誠

石井 聡美

倉野 嗣雄

10
月
31
日
・
11
月
1
日
の
両

日
、
市
長
、
議
長
、
副
議
長
、
新

人
議
員
ら
10
名
は
、
高
梁
市
の
友

好
都
市
で
あ
る
茨
城
県
筑
西
市
を

親
善
訪
問
し
ま
し
た
。
筑
西
市

は
、
江
戸
初
期
に
備
中
松
山
城
城

主
と
な
っ
た
水
谷
氏
の
ふ
る
さ

と
。
市
内
で
も
見
晴
ら
し
の
良
い

高
台
に
建
つ
定
林
寺
に
は
、
歴
代

当
主
の
菩
提
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
つ
な
が
り
か
ら
昭
和
54
年

に
旧
高
梁
市
と
旧
下
館
市
が
友
好

都
市
と
な
り
、
合
併
後
も
定
期
的

な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

訪
問
団
は
、
筑
西
市
議
会
や
市

長
、
市
の
職
員
か
ら
手
厚
い
歓
迎

を
受
け
、
両
市
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

と
も
両
市
が
力
を
合
わ
せ
て
発
展

し
て
い
き
た
い
と
友
好
を
深
め
ま

し
た
。

友
好
都
市 

茨
城
県
筑
西
市
を
親
善
訪
問
し
ま
し
た

雲海の中にたたずむ備中松山城
筑西市役所前にて


